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見
直
し
、
地
方
職
務
の
上
位
級

へ
の
適
用
拡
大
を
求
め
ま
し

た
。 

   

こ
れ
を
受
け
人
事
院

の
鈴

木
事
務
局
長
は

「
私

の
役
割

は
、
中
部
地
方
の
職
場
の
状
況

の
賃
᣿
が
人
事
院
が
公
表
し

て
い
る

『
公
務
員
の
平
均
賃

᣿
』
に
も
満
た
な
い
、
事
務
所

の
評
価
を
改
善
せ
よ
。
職
場
は

防
災

・
減
災
対
策
強
化

の
た

め
、
こ
の
四
月
に
防
災
担
当
組

織
が
局
付
と
な
り
、
処
遇
も
改

 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
国
公
は

一
〇
月
二
日
、
二
〇

一
九
年
度
昇
格
改

善
要
求
書
に
基
づ
く
人
事
院
中
部
事
務
局
長
交
渉
を
実
施
し
ま

し
た
。
人
事
院
は
中
部
事
務
局
長
外
四
名
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
国
公

は
伊
藤
副
議
長
外

一
二
名
が
参
加
し
級
別
定
数
の
改
善
や
職
務

給
原
則
に
基
づ
い
た
適
切
な
賃
᣿
の
実
現
等
を
要
求
し
ま
し
た
。

な
お
、
東
海
建
設
支
部
か
ら
は
、
本
局
分
会
中
田
さ
ん
、
多
治
見

分
会
山
下
さ
ん
が
参
加
し
、
昇
格
改
善
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

善
す
る
機
会
が
あ

っ
た
が
、
格

付
評
価
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

上
位
級

の
定
数
を
改
善
し
て

も
ら
い
た
い
。
電
気
通
信
、
機

械
、
営
繕
の
専
門
職
種
は
、
防

災
で
重
要
な
役
割
を
少
人
数

で
支
え
て
お
り
、
管
内
全
域
の

配
置
に
応
え
る
た
め
広
域
異

動

の
頻
度
も
高
い
が
上
位
級

ポ

ス
ト
が
な
く
四
〇
代
後
半

で
、

三
級
に
放
置
さ
れ
て
い

る
。
昇
格
で
き
る
よ
う
ポ

ス

ト
、
定
数
の
改
善
を
求
め
る
」

と
要
求
し
ま
し
た
。 

   

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
国
公
か
ら

は
、

「
過
去
か
ら
の
級
別
標
準

職
務
表
に
固
執
し
て
い
る
か

ら
地
方

の
昇
格
が
改
善
さ
れ

な
い
」
と
級
別
標
準
職
務
表
を

要
求
組
織
総
対
話
運
動
で 

職
場
要
求
を
掘
り
起
こ
そ
う 

事
務
所
の
評
価
改
善
を 

職
務
表
見
直
し
で
地
方
の
処
遇
改
善
を 

鈴木局長(右)に要求書を 提出す る伊藤副 議長(左)  

職
務
表
見
直
し
考
え
て
い
な
い  

 

各
単
組
か
ら
の
要
求

の
中

で
、
東
海
建
設
支
部
か
ら
は

「
私
た
ち

の
職
場
か
ら
は
未

だ
に
四
級
で
定
年
を
迎
え
る

人
が
い
る
。
四
級
で
は
退
職
時

職場実態の変化に向けた対応示さず 
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の
持
ち
出
し
が
大
き
な
負
担

と
な

っ
て
い
る
。
セ
ン
ト
レ
ア

近
傍
に
宿
舎
が
な
く
、
ア
パ
ー

ト
を
借
り
る
し
か
な
い
の
に

住
居
手
当
が
改
悪
さ
れ
た
」
、

全
医
労
か
ら
は

「
行

（
二
）
職

員
の
部
下
数
用
件

の
問
題
で

昇
格
が
遅
れ
て
い
る
。
介
護
員

だ
が
職
名
が
看
護
助
手
で
低

賃
᣿
と
な

っ
て
い
る
。
実
際
は

介
護
を
し
て
お
り
、
福
祉
職
員

の
棒
給
表
適
用
を
認
め
よ
」
、

全
労
働
か
ら
は

「
行

（
一
）
四

級
九

三
号
棒

の
頭
打
ち
で
二

年
間
昇
給
が
な
か

っ
た
。
最
高

位
号
俸
の
拡
大
さ
れ
た
い
。
五

五
歳
以
上
の
職
員
は
ど
ん
な

に
頑
張

っ
て
成
績
優
秀
と
評

価
さ
れ
て
も
賃
᣿
が
上
が

ら

な
い
。
昇
給
抑
制
は
撤
廃
す
べ

き
。
現
役
に
比
べ
て
給
与
が
大

幅
に
減
る
た
め
フ
ル
ǿ
イ
ム

再
任
用
の
応
募
者
が
減

っ
て

い
る
。
格
付
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
」
、
全
法
務
か
ら
は

「
中

高
年
層
で
は
人
事
院
勧
告
で

賃
᣿
が
全
く
上
が
ら
な
い
中
、

昇
格
が
命
綱
。
登
記
官
の
職
務

評
価
を
五
級
、
六
級
ま
で
拡
大

さ
れ
た
い
。
ポ
ス
ト
評
価
の
改

善
が
さ
れ
て
も
人
事
院
が
運

用
を
差
し
止
め
て
い
る
。
差
し

止
め
解
除
を
求
め
る
」
、
全
通

信
か
ら
は

「
通
信
技
術
が
日
々

進
化
す
る
中
、
知
識
の
習
得
、

高
度
な
技
能
を
も

っ
て
行

っ

て
い
る
が
、
ポ
ス
ト
数
、
評
価

は
従
前
の
ま
ま
。
高
年
齢
層
が

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ

る
こ
と
も
承
知
し
た
。
標
準
職

務
表
を
見
直
す

こ
と
は
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
中
部

固
有
と
言
う
よ
り
全
国
的
な

課
題
だ
と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら

も
リ
ア
ル
な
話
を
聞
い
て
い

き
た
い
」
と
回
答
し
、
地
方
で

働
く
国
公
労
働
者

の
処
遇
改

善
の
立
場
に
立
と
う
と
せ
ず
、

責
任
放
棄

の
姿
勢
に
終
始
し

ま
し
た
。 

   

 

こ
の
他
、
航
空
支
部
か
ら
は

「
セ
ン
ト
レ
ア
の
取
扱
交
通

量
の
増
加
や
新
シ
ス
テ
ム
の

対
応
で
管
制
も
保
安
も
多
忙
。

人
事
院
報
告
で
受
験
者
が
減

少
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
辞

め
る
人
も
多
い
。
職
務
の
評
価

が
低
す
ぎ
る
。
評
価
を
改
善
さ

れ
た
い
。
全
国
異
動
で
転
居
時

多
い
年
齢
構
成
で
五
級
に
昇

格
で
き
な
い
。

一
方
で
は
定
員

削
減

の
た
め
補
佐
級

の
職
務

を
係
長
が
担

っ
て
い
る
。
上
位

ポ
ス
ト
の
配
分
、
係
長
の
評
価

替
え
を
行
え
」
、
全
司
法
か
ら

を
正
し
く
把
握
し
、
本
院
に
伝

え
る
こ
と
。
リ
ア
ル
な
話
を
聞

い
て
状
況
は
理
解
し
た
。
い
び

つ
な
年
齢
構
成

の
こ
と
は
理

解
し
て
お
り
、
配
慮
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
四
級
頭
打
ち
の

問
題
も
承
知
し
た
。
五
〇
歳
代

後
半

の
昇
給
抑
制
は
モ
チ
ベ

ー
シ

ョ
ン
の
プ

ラ
ス
に
は
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
住

居
手
当
の
改
定
に
関
わ
り
、
家

賃
が
高
く
な
い
地
域
に
居
住

は

「
行

（
二
）
昇
格
の
部
下
数

要
件
撤
廃
」
な
ど
交
渉
に
参
加

し
た
仲
間
か
ら
も
昇
格
改
善

の
実
現
を
求
め
る
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

中央でも国公労連が人事院に 

機関間格差・初任給の改善求める 
 

 国公労連は、９月 27 日、人事院

交渉を行い、機関間格差是正で職務

実態に見合った処遇の実現と初任給

の抜本改善、高齢職員の給与抑制の

是正などを求めました。 

 人事院は、「労使双方の意見を聴

取し級別定数改定案を内閣人事局に

提出する」「級別定数の改定は、各

ポストの職務・職責の変化について

級別標準職務表を物差しとして適切

に評価する」との回答にとどまり、

地方で働く職員の業務の困難性等の

上昇に対し、適切に評価する姿勢に

は立っていません。 

 国公労連では、今後も各単組（組

合）や役職ごとに引き続き交渉を積

み重ねていくこととなります。 

 

本局支部中田さん 

各
国
公
職
場
か
ら
昇
格
改
善
の
要
求
が 

11／9（土）、10（日） 名古屋で 

『第 4 回全国青年交流集会』開催！! 

「
国
土
交
通
省
っ
て
、
ど
こ

に

整

備

局
が

あ

る

ん

だ

っ

け
？
」
っ
て
こ
と
は
知
っ
て
て

も

「
整
備
局
以
外
の
職
場

っ
て

何
を
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
？
」 

っ
て
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。 

 

一
一
月
九
日
、

一
〇
日
に
北

は
北
海
道
、
南
は
九
州
、
運
輸

局
、
航
空
局
、
気
象
庁
な
ど
国

土
交
通
省
に
働
く
職
場
の
仲

間
が
名
古
屋
に
集
ま
り
ま
す
。 

地
下
鉄
を
使

っ
て
、
あ
っ
ち

へ
こ

っ
ち

へ
、
名
古
屋
再
発

見
！ み

ん
な
で
参
加
し
よ
う
。
詳

し
く
は
最
寄
り
の
組
合
役
員

ま
で
！ 

 


